
代
環
境
室
長
が
問
題
害
虫
イ

ネ
カ
メ
ム
シ
の
発
生
状
況
と

従
来
と
は
異
な
る
防
除
時
期

へ
の
配
慮
、
三
谷
誠
次
郎
水

田
高
度
利
用
室
長
か
ら
「
県

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
基
本
計
画
」
に
沿
っ
た
水

稲
や
ネ
ギ
、
オ
ク
ラ
な
ど
の

有
機
・
特
別
栽
培
技
術
の
開

発
状
況
を
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
＝

写
真
。
参
加
者
か
ら
は
熱
心

な
質
問
が
多
く
あ
が
っ
た
。

圃
場
移
動
後
の
意
見
交
換

で
は
、
県
西
部
か
ら
の
参
加

者
が
「
米
不
足
に
伴
う
米
価

回
復
が
見
込
ま
れ
る
。
経
営

安
定
に
向
け
て
的
確
な
技
術

を
取
り
入
れ
る
に
は
、
今
後

も
試
験
場
の
技
術
公
開
は
欠

か
せ
な
い
機
会｣

と
話
し
た


空
舞
」
、
カ
レ
ー
用
品
種

「
プ
リ
ン
セ
ス
か
お
り
」
、

酒
米
「
五
百
万
星
」
の
特
性

と
栽
培
の
留
意
点
、
奥
谷
恭

【
鳥
取
】
鳥
取
市
橋
本
の

県
農
業
試
験
場
（
高
木
瑞
記

麿
場
長)

は
８
月
23
日
同
場

会
議
室
と
試
験
圃
場
前
で
公

開
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
県
稲

作
経
営
者
会
議
や
農
業
法
人

協
会
の
会
員
な
ど
、
農
業
者

約
１
０
０
人
が
来
場
し
た
。

高
木
場
長
が
「
コ
ロ
ナ
禍

後
、
昨
年
か
ら
復
活
し
今
年

も
無
事
に
開
催
で
き
た
。
現

場
に
即
し
た
技
術
開
発
の
上

で
、
担
い
手
の
皆
さ
ま
と
意

見
交
換
で
き
る
貴
重
な
機
会

で
あ
り
、
来
場
に
感
謝
し
て

い
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

続
い
て
、
中
村
広
樹
作
物

研
究
室
長
が
県
内
で
開
発
さ

れ
た
稲
の
主
食
用
品
種
「
星

庭
に
育
っ
た
竹
元
さ
ん
の
実

家
に
は
60
㌃
の
農
地
が
あ
っ

た
が
、
す
べ
て
貸
し
出
し
て

い
た
。
そ
ん
な
竹
元
さ
ん
が

農
業
に
目
覚
め
た
の
は
中
学

時
代
。
父
の
知
人
の
野
菜
農

家
が
、
キ
ャ
ベ
ツ
栽
培
で
大

き
な
収
益
を
上
げ
て
い
る
こ

と
を
知
っ
た
か
ら
だ
。

い
き
な
り
の
独
立
就
農
も

「
若
い
か
ら
こ
そ
挑
戦
で
き

た
」
と
語
る
竹
元
さ
ん
。
法

人
化
へ
の
夢
も
視
野
に
入
っ

て
き
た
。
１
８
０
㌢
を
超
え

る
長
身
と
日
に
焼
け
た
笑
顔

は
、
ま
る
で
農
業
に
向
き
合

う
〝
若
き
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ

ー
〟
の
風
格
を
感
じ
た
。

に
夢
を
感
じ
て
県
立
農
業
高

校
に
進
学
。
高
校
時
代
か
ら

野
菜
づ
く
り
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
、
卒
業
後

す
ぐ
に
就
農
し
た
。

稲
美
町
特
産
の
ス
イ

ー
ト
コ
ー
ン
や
キ
ャ

ベ
ツ
を
中
心
に
栽
培

し
、
就
農
３
年
目
で

２
㌶
ま
で
規
模
を
拡

大
し
て
い
る
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家

【
兵
庫
】
稲
美
町
の
竹た

け

元も
と

裕ゆ
う

晴せ
い

さ
ん
（
20
）
は
、
農
業

け
て
い
る
。
「
自
分
で
造
っ

た
甘
酒
で
健
康
に
な
れ
る
こ

と
は
幸
せ
な
こ
と
。
皆
さ
ん

に
も
お
勧
め
し
た
い
」
と
語

る
。縣

さ
ん
は
甘
酒
だ
け
で
な

く
、
難
関
の
ど
ぶ
ろ
く
製
造

免
許
も
取
得
し
、
意
欲
的
に

新
た
な
挑
戦
を
続
け
て
い

る
。
健
康
づ
く
り
と
地
域
振

興
を
め
ざ
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
励
ん
で
い
く
意
向
だ
。

り
、
米
こ
う
じ
を
県
外
か
ら

取
り
寄
せ
る
な
ど
、
独
自
の

製
法
に
こ
だ
わ
り
を
持
ち
続

【
大
分
】
由
布
市
湯
布
院

町
塚
原
で
農
業
を
営
み
、
同

市
農
業
委
員
を
務
め
て
い
る

縣
あ
が
た

次
男
さ
ん
（
77
）
は
、

こ
だ
わ
り
の
甘
酒
を
製
造
・

販
売
し
、
甘
酒
の
良
さ
を
発

信
し
て
い
る
。

き
っ
か
け
は
数
年
前
に
重

病
を
患
っ
た
際
、
医
師
か
ら

甘
酒
を
毎
日
摂
取
す
る
こ
と

を
勧
め
ら
れ
、
病
状
が
驚
く

ほ
ど
改
善
し
た
こ
と
だ
。
甘

酒
は
栄
養
豊
富
で
滋
養
強
壮

の
効
果
が
あ
り
、
「
飲
む
点

滴
」
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

縣
さ
ん
は
以
前
か
ら
自
家

製
の
甘
酒
を
販
売
し
て
お

大
切
に
受
け
継
が
れ
て
い
た

が
、
生
産
者
の
高
齢
化
や
担

い
手
不
足
、
園
地
の
荒
廃
や

生
産
量
の
減
少
な
ど
経
営
環

境
は
悪
化
し
て
い
た
。
そ
の

た
め
、
「
農
あ
き
お
お
た
元

気
村
」
（
河
本
昭
文
組
合

長
、
組
合
員
43
人
）
を
設
立

し
、
祇
園
坊
柿
の
継
承
、
生

産
の
拡
大
、
経
営
の
合
理

化
、
販
売
の
ブ
ラ
ン
ド
化
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

本
年
度
は
生
産
量
の
確
保

を
進
め
る
た
め
、
約
１
㌶
の

耕
作
放
棄
地
を
再
生
。
苗
木

３
０
０
本
を
植
栽
し
、
樹
園

地
化
を
め
ざ
し
て
い
る
。

ら
植
え
ら
れ
て
い
る
希
少
な

柿
の
木
で
、
ほ
と
ん
ど
が
同

町
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

祇
園
坊
柿
は
、
他
の
品
種

と
比
べ
る
と
一
回
り
大
き

く
、
５
０
０
㌘
ほ
ど
あ
る
種

な
し
の
渋
柿
で
、
肉
質
が
緻

密
な
の
が
特
徴
。
ま
ろ
や
か

で
上
品
な
甘
さ
を
楽
し
め
る

こ
と
か
ら｢

柿
の
王
様｣

と
称

さ
れ
る
。
渋
抜
き
し
た
あ
お

し
（
あ
わ
せ
）
柿
か
干
し
柿

に
加
工
し
販
売
し
て
い
る
。

古
く
か
ら
暮
ら
し
と
共
に

【
広
島
】
安
芸
太
田
町
特

産
の
祇ぎ

園お
ん

坊ぼ
う

柿が
き

は
、
広
島
原

産
の
古
品
種
。
江
戸
時
代
か

大
型
施
設
は
高
額
な
た

め
、
目
標
額
を
３
５
７
万
円

に
設
定
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た
資

金
確
保
を
め
ざ
し
て
い
る
。

募
集
期
間
は
11
月
20
日
ま

で

。

詳

細

は
、
二
次
元

コ

ー

ド

参

照
。

補
う
と
と
も
に
、
日
々
作
物

が
成
長
す
る
様
子
を
避
難
者

の
癒
や
し
と
す
る
た
め
、
月

産
４
０
０
株
の
大
型
施
設
の

導
入
を
検
討
中
だ
。

を
減
ら
す
な
ど
、
学
内
の
食

品
ロ
ス
を
削
減
し
て
い
る
。

そ
れ
で
も
発
生
す
る
食
品
残ざ

ん

渣さ

を
ご
み
処
理
機
で
分
解

し
、
発
生
す
る
有
機
物
を
栽

培
施
設
で
利
用
し
て
い
る
。

一
方
で
、
校
舎
は
災
害
時

に
地
域
住
民
の
一
時
避
難
場

所
と
し
、
避
難
者
約
５
０
０

人
の
受
け
入
れ
が
可
能
だ

が
、
災
害
時
に
学
内
で
提
供

す
る
備
蓄
食
品
は
炭
水
化
物

が
主
で
、
ビ
タ

ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ

ル
な
ど
が
不
足

す
る
。
そ
こ

で
、
平
時
は
学

生
食
堂
な
ど

に
、
災
害
時
は

避
難
者
に
提
供

す
る
こ
と
で
不

足
す
る
栄
養
を

【
大
阪
】
茨
木
市
の
藍
野

大
学
で
は
、
学
生
食
堂
の
食

材
と
し
て
、
水
耕
施
設
で
サ

ラ
ダ
菜
な
ど
を
月
に
96
株
生

産
し
て
い
る
。

２
０
２
２
年
以
降
の
取
り

組
み
で
、
受
講
者
数
か
ら
食

事
準
備
量
を
想
定
し
、
定
食

の
ご
飯
量
を
小
盛
普
通
大

盛
と
す
る
こ
と
で
食
べ
残
し

は
さ
ら
な
る
規
模
拡
大
や
作

業
の
効
率
化
、
生
産
性
の
向

上
を
め
ざ
し
、
県
水
田
農
業

Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
を
活
用
し
て

コ
ン
バ
イ
ン
を
導
入
し
た
。

加
治
会
長
は
「
地
域
の
意

向
を
踏
ま
え
、
町
や
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
、
将
来

に
わ
た
っ
て
農
地
を
守
り
、

引
き
継
い
で
い
き
た
い
」
と

思
い
を
語
る
。

同
法
人
へ
の
農
地
集
積
に

は
、
地
域
の
農
業
委
員
と
推

進
委
員
が
協
力
。
現
在
農
地

17
㌶
に
水
稲
飼
料
用
米
麦

を
作
付
け
て
い
る
。
本
年
度

【
福
岡
】
香
春
町
農
業
委

員
会
（
加
治
秀
幸
会
長
）

は
、
農
業
委
員
13
人
と
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
３
人

の
体
制
で
、
担
い
手
へ
の
農

地
の
利
用
集
積
・
集
約
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

同
町
中
組
地
区
の
農
か
わ

ら
夢
フ
ァ
ー
ム
（
梅
林
募
代

表
）
は
、
地
域
で
協
業
を
図

り
、
生
産
性
の
向
上
、
安
定

し
た
農
業
経
営
を
目
的
に
２

０
２
０
年
１
月
に
設
立
。
地

域
計
画
の
モ
デ
ル
地
区
で
あ

る
同
地
区
の
中
心
経
営
体
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

い
る
現
場
活
動
を
委
員
に
周

知
し
、
今
後
の
活
動
に
活
か

す
こ
と
が
目
的
。

研
修
で
は
、
東
海
農
政
局

か
ら
「
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
の
改
正
内
容
と
関
連

施
策
」
、
全
国
農
業
会
議
所

か
ら
「
農
業
・
農
政
を
巡
る

情
勢
と
農
業
委
員
会
組
織
の

活
動
」
、
県
農
業
会
議
か
ら

「
本
県
に
お
け
る
農
地
利
用

最
適
化
の
取
り
組
み
」
、
県

農
業
振
興
課
と
県
農
業
振
興

基
金
（
農
地
中
間
管
理
機

構
）
か
ら
「
地
域
計
画
公
告

後
の
農
地
の
貸
借
な
ど
」
が

説
明
さ
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
国
庫
帰

属
制
度
、
所
在
者
不
明
農
地

の
取
り
扱
い
、
営
農
型
太
陽

光
発
電
の
下
部
農
地
の
営
農

に
つ
い
て
な
ど
の
質
問
が
あ

が
っ
た
。

【
愛
知
】
県
農
業
会
議

（
川
上
万
一
郎
会
長
）
は
９

月
６
～
12
日
、
県
内
３
会
場

で
「
農
業
委
員
・
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
等
研
修

会
」
を
開
き
、
延
べ
約
１
千

人
が
参
加
し
た
。

研
修
会
は
、
農
地
利
用
の

最
適
化
活
動
を
推
進
す
る
た

め
、
農
政
施
策
の
最
新
情
報

の
周
知
と
地
域
計
画
の
策
定

な
ど
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て

発
展
手
法
な
ど
を
事
例
を
交

え
て
紹
介
し
た
。

「
産
地
の
繁
忙
期
に
特
化

し
た
人
材
派
遣
を
し
て
い
る

会
社
な
ど
も
あ
る
」
と
い
っ

た
具
体
的
な
取
り
組
み
が
紹

介
さ
れ
、
出
席
者
か
ら
は
、

中
途
採
用
の
た
め
の
求
人
媒

体
に
関
す
る
質
疑
が
あ
が
る

な
ど
、
現
場
が
抱
え
る
課
題

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

同
協
議
会
で
は
、
今
後
、

異
業
種
経
営
か
ら
学
ぶ
研
修

な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。

【
香
川
】
県
農
業
経
営
者

協
議
会
（
六
車
孝
雄
会
長
）

は
10
月
７
日
、
高
松
市
内
で

「
人
材
確
保
・
育
成
に
関
す

る
研
修
会
」
を
開
き
、
会
員

や
賛
助
会
員
な
ど
20
人
が
出

席
し
た
＝
写
真
。

研
修
会
で
は
、
社
会
保
険

労
務
士
の
諏
訪
学
氏
が
「
人

手
不
足
時
代
の
経
営
発
展
を

考
え
る
」
と
題
し
て
講
演
。

有
効
求
人
倍
率
な
ど
県
内
労

働
市
場
の
状
況
を
踏
ま
え
、

既
存
従
業
員
の
シ
フ
ト
見
直

し
や
作
業
請
け
負
い
な
ど
雇

用
以
外
の
手
段
の
模
索
、
今

後
の
経
営
の
見
直
し
な
ど
を

促
し
、
募
集
方
法
別
の
特

徴
、
育
成
・
定
着
の
問
題

点
、
ス
マ
ー
ト
農
業
、
経
営

主
催
者
と
し
て
あ
い
さ
つ
す

る
県
農
業
会
議
の
川
上
会
長

愛
知
県
農
業
会
議
が

農
業
委
員
等
研
修
会

農
地
利
用
最
適
化
へ
情
報
共
有

新
品
種･

新
技
術
な
ど
Ｐ
Ｒ

鳥
取
県
農
業
試
験
場
が
セ
ミ
ナ
ー

甘酒の力で健康回復
健康づくり･地域振興へ製造･販売

自家製甘酒を手に縣さん

大分･由布市

縣 次男さん

水
耕
施
設
で

サ
ラ
ダ
菜
な

ど
を
栽
培

学
食
で
食
品
循
環
を
実
現

残
渣
を
水
耕
栽
培
に
活
用

大
阪･

茨
木
市

藍
野
大
学

広島･安芸太田町
あきおおた元気村

江戸時代からの希少柿守る江戸時代からの希少柿守る
祇
園
坊
柿

生
産
組
織
を
法
人
化


再
生
予
定
地
を
確
認
す
る
河

本
昭
文
組
合
長(

左)

と
河
本
穂

津
雄
事
務
局
長
、

祇
園
坊
柿

農
業
委
員
会
も
積
極
的
に
協
力

人
手
不
足
時
代
の

経
営
発
展
め
ざ
す

香
川
県
農
業
経
営
者

協
議
会
が
研
修
会

育
苗
ハ
ウ
ス
で
農
業
へ

の
夢
を
語
る
竹
元
さ
ん

福岡･香春町 かわら夢ファーム

農地集積で期待の法人

梅林代表（右端）とかわら夢ファームの皆さん

兵庫･稲美町
竹 元 さ ん｢

農
業
に
夢
を
感
じ
て｣

中
学
時
代
か
ら
の
思
い
実
現
し
就
農
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